
介紹

紹
　
介

ピ
ー
タ
ー
・
サ
ル
ウ
ェ
イ
編

（
南
川
高
志
監
訳
　
佐
野
光
宜
・
西
村
昌
洋
・

冨
井
眞
・
南
雲
泰
輔
訳
）

『
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
ブ
リ
テ
ン
島
』

（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
　
ブ
リ
テ
ン
諸
島
の
歴
史
1
）

　
ロ
ー
マ
帝
国
は
　
　
帝
国
と
呼
ば
れ
る
国
家
す

べ
て
に
あ
て
は
ま
る
の
だ
ろ
う
が
…
辺
境
地
帯

の
研
究
を
通
じ
て
こ
そ
、
そ
の
統
治
構
造
や
文
化

様
式
の
特
徴
を
よ
り
ょ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
～
般
に
辺
境
と
は
、
帝
国
の
力
の
源
た
る

ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
（
軍
事
力
）
と
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

（
文
化
力
）
と
が
、
帝
国
外
の
地
域
と
の
相
克
を

通
じ
て
、
そ
の
特
異
性
を
確
立
す
る
場
所
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
辺
境
に
お
け
る
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
と
ソ

フ
ト
パ
ワ
ー
の
形
式
と
程
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
帝

国
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
が
、
で
は
ロ
ー
マ
帝

国
の
辺
境
で
は
、
帝
国
地
域
と
帝
国
外
地
域
は
ど

の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。

　
こ
の
問
い
に
貴
重
な
材
料
を
与
え
て
く
れ
る
の

が
本
書
で
あ
る
。
全
一
一
巻
か
ら
な
る
噸
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
　
ブ
リ
テ
ン
諸
島
の
歴
史
蝕
の
初
巻

で
あ
る
本
書
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
北
方
辺
境
地
帯

の
一
部
を
構
成
し
た
ブ
リ
テ
ン
島
の
歴
史
を
、

ロ
ー
マ
に
よ
る
征
服
活
動
が
始
ま
っ
た
前
一
世
紀

か
ら
ロ
ー
マ
支
配
が
終
焉
を
迎
え
る
五
世
紀
ま
で
、

最
新
の
研
究
成
果
に
拠
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
分
析
を
く
わ
え
て
い
る
。
本
書
の
構
成
は

以
下
の
通
り
。
序
論
／
第
一
章
　
ブ
リ
テ
ン
島
の

変
容
ー
カ
エ
サ
ル
の
遠
征
か
ら
ボ
ウ
デ
イ
ッ
カ

の
反
乱
ま
で
／
第
二
章
　
新
た
な
出
発
　
　
ボ
ウ

デ
ィ
ッ
カ
の
敗
北
か
ら
三
世
紀
ま
で
／
第
三
章

古
代
末
期
の
ブ
リ
テ
ン
島
～
四
世
紀
以
降
／
第

四
章
　
属
州
ブ
リ
タ
ン
ニ
ア
に
お
け
る
文
化
と
社

会
関
係
／
第
五
章
　
景
観
へ
の
影
響
一
農
耕
、

定
住
地
、
産
業
、
イ
ン
フ
ラ
／
第
六
章
　
世
界
の

縁
i
帝
国
最
前
線
と
そ
の
向
こ
う
側
／
結
論
。

大
き
く
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
第
一
－
三
章
が
、

ロ
ー
マ
時
代
ブ
リ
テ
ン
島
の
通
史
、
第
四
－
六
章

が
、
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ー
マ
支
配
に
よ
る
ブ
リ
テ
ン
島

の
文
化
変
容
、
環
境
の
変
化
、
ロ
ー
マ
と
先
住
民

と
の
関
係
に
焦
点
を
絞
っ
た
テ
ー
マ
史
、
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
初
期
の
征
服
活
動
を
通
じ
て
、
ロ
ー
マ
帝
国
は

現
在
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
相
当
す

る
地
域
を
支
配
下
に
お
さ
め
た
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
に
相
当
す
る
地
域
に
居
住
す
る
先
住
民
を
服

属
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
た
め
ロ
ー
マ
は

先
住
民
居
住
地
域
と
帝
国
地
域
を
分
断
す
る
長
城

を
建
設
し
、
有
能
な
総
督
の
指
揮
下
に
多
数
の
軍

団
を
配
置
し
統
治
に
あ
た
ら
せ
た
。
ブ
リ
テ
ン
島

に
駐
屯
し
た
ロ
ー
マ
軍
は
、
全
帝
国
の
軍
隊
の
一

〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
と
も
推
計
さ
れ
て
い
る
。

異
民
族
の
賊
議
す
る
帝
国
の
果
て
、
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
付
与
さ
れ
た
ブ
リ
テ
ン
島
は
、
帝
国
の

大
半
が
平
定
さ
れ
た
パ
ク
ス
・
ロ
マ
ナ
の
時
代
に

な
っ
て
も
、
帝
国
中
心
部
で
は
望
み
得
な
い
軍
事

的
名
声
を
求
め
る
皇
帝
や
、
蛮
族
を
啓
蒙
す
る

「
帝
国
化
の
使
命
」
を
帯
び
た
総
督
に
と
っ
て
、

格
好
の
征
服
対
象
だ
っ
た
。
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
面

で
も
、
ロ
ー
マ
の
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
。
征
服

初
期
に
は
、
道
路
、
神
殿
、
公
衆
浴
場
、
地
中
海

風
の
食
料
と
い
っ
た
快
適
な
生
活
や
娯
楽
が
ロ
ー

マ
人
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
、
ブ
リ
テ
ン
島
エ
リ
ー

ト
層
は
ロ
ー
マ
支
配
末
期
に
至
っ
て
も
ギ
リ
シ

ア
・
ロ
ー
マ
的
モ
チ
ー
フ
で
邸
宅
を
装
飾
し
た
。

し
か
し
本
書
は
同
時
に
、
ロ
ー
マ
風
の
生
活
様
式

や
価
値
観
が
ブ
リ
テ
ン
島
の
す
べ
て
の
地
域
・
階

層
に
均
質
に
受
容
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
こ
と
、

ロ
ー
マ
支
配
以
前
の
文
化
が
一
部
で
は
存
続
し
た

こ
と
、
そ
し
て
都
市
や
要
塞
、
ウ
ィ
ッ
ラ
（
田
園

邸
宅
）
と
い
っ
た
ロ
ー
マ
風
の
イ
ン
フ
ラ
が
帝
国
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の
衰
退
後
に
は
長
く
存
続
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
て
、
帝
国
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
限
界
に
も
注

目
す
る
。
こ
の
点
で
、
本
書
は
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に

あ
ふ
れ
た
良
書
で
あ
る
。

　
監
訳
者
の
南
川
高
志
氏
は
著
書
『
海
の
か
な
た

の
ロ
ー
マ
帝
国
－
古
代
ロ
ー
マ
と
ブ
リ
テ
ン

島
舳
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
の
な
か
で
、

近
現
代
に
お
け
る
ロ
ー
マ
時
代
ブ
リ
テ
ン
島
の
研

究
が
世
界
情
勢
（
特
に
大
英
帝
国
の
繁
栄
と
衰

退
）
と
の
密
接
な
関
連
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
て

き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
読
者
は
本
書
を
南

川
氏
の
著
書
と
併
読
す
る
こ
と
で
、
近
現
代
の
研

究
者
が
時
代
に
寄
り
添
っ
て
作
り
上
げ
た
書
説
と

し
て
の
ブ
リ
テ
ン
島
と
、
最
新
の
考
古
学
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
描
か
れ
た
お
そ
ら
く

は
よ
り
実
態
に
近
い
で
あ
ろ
う
ブ
リ
テ
ン
島
と
を
、

～
望
の
も
と
に
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書

の
翻
…
訳
に
よ
っ
て
、
ブ
リ
テ
ン
島
は
、
ロ
ー
マ
の

帝
国
統
治
の
虚
像
と
実
像
を
学
ぶ
格
好
の
素
材
と

な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
（
A
5
判
　
四
二
四
頁
　
二
〇
～
一
年
五
月

　
　
　
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
　
税
込
五
〇
四
〇
円
）

（
藤
井
崇
　
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
研
究
員
・
日
本
学
術
振
興
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
外
特
鴉
研
究
員
）

編
集
後
記

　
『
史
林
圏
九
五
巻
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今

号
は
、
論
説
が
三
本
、
書
評
が
四
本
、
紹
介
が
一

本
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ビ
ザ
ン
ツ

の
百
科
事
典
を
手
が
か
り
に
ロ
ー
マ
帝
国
の
宛
官

を
検
討
す
る
爾
雲
論
説
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
下

の
ビ
ザ
ン
ツ
知
識
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
検

討
す
る
上
垣
論
説
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
対
中
通
商

シ
ス
テ
ム
を
法
の
運
用
の
問
題
か
ら
検
討
す
る
西

山
論
説
と
い
う
、
西
洋
史
の
論
説
三
本
を
中
心
に
、

古
代
日
本
の
紡
織
、
信
長
・
秀
吉
・
家
康
と
天
皇
、

近
世
琵
琶
湖
の
水
運
、
さ
ら
に
は
中
国
革
命
と
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
、
考
古
や

日
本
史
、
東
洋
史
分
野
の
論
著
の
書
評
を
載
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
読
み
ご
た
え
の
あ
る
、
興
味
深
い
論

考
が
そ
ろ
っ
て
お
り
ま
す
。
本
号
が
皆
様
の
お
手

元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
ち
ょ
う
ど
桜
が
咲
き
始
め

て
い
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
『
史
林
撫
片
手
に

お
で
か
け
に
な
っ
て
、
桜
の
も
と
で
の
読
書
な
ど

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
と
申
し
ま
す
が
、

当
会
の
理
事
長
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
長
ら
く
当

会
の
活
動
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
、
ち
ょ
う
ど
本
号

の
発
行
日
に
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
を
退

職
さ
れ
る
藤
井
護
治
先
生
の
著
作
の
書
評
を
、
本

号
に
載
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
く
の
偶
然

で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
巡
り
合
わ
せ
に
驚
く
と

と
も
に
、
先
生
の
教
え
子
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

本
号
が
今
後
も
研
究
を
意
欲
的
に
す
す
め
る
で
あ

ろ
う
先
生
の
門
出
を
祝
う
花
束
代
わ
り
に
な
っ
た

の
で
は
と
ひ
そ
か
に
當
ん
で
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍛
治
宏
介
）

命
史
学
概
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
算
6
…
＼
＼
芝
要
旨
．
ω
畝
α
q
興
巳
（
①
口
犀
釜
回
覧
壱
＼
ぎ
山
Φ
×
．
『
§
一

…㎜

B。

O
蓋
嬰
写
象
定
価
一
、
二
〇
〇
円

　
史
林
第
九
五
巻
第
二
号
（
通
巻
第
四
九
塾
則
）

　
　
　
　
京
都
市
左
京
医
吉
田
本
町
京
都
大
帯
解
学
部
内

　
　
　
　
　
腕
A
脚
・
七
五
〉
七
五
三
三
七
八
七

発
行
人

印
刷
所

賛同
長駆

　○学

夫6
馬鞍

置
　匠

繍会

　
　
　
　
京
都
市
薙
区
上
鳥
羽
藁
田
二
九

中
村
印
刷
株
式
会
社
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